






要約

ムコ多糖のマス・スクリーニングを目的として、正常小児(生後 Oカ月-18 歳)98 名とリソ

ソーム病患者 16 名(うちムコ多糖症 11 名)の計 114 名について、塩基性色素 DMB(ジメチ

ルメチレンブルー)を用いて、比色定量法によって、尿中ムコ多糖を測定した。尿中ムコ

多糖値は年齢依存性があり、加齢とともに減少した。生後 O-5 ヵ月児の平均値は最も高値

であり、一部はムコ多糖症患者の値とオーバーラップする false positive のものも含ま

れた。


